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作成：三島市役所 地域協働・安全課 きずなづくり推進室（TEL：055-983-2708） 

 

11月１日（金）に開催された「令和元年度佐野小学校区第２回地域コミュニティ連絡会」にご出席い

ただきまして、誠にありがとうございました。当日のご発言やご意見をまとめた資料ができましたので、

送付いたします。（三島市のホームページにも掲載しています） 

なお、アンケートに記載してありました『地域支え合い会議』のご案内につきましては、地域包括ケ

ア推進課より送付いたします。 

 

■開催概要■ 

日 時 令和元年 11月１日（金）19:00～20:45 

会 場 北上文化プラザ 

参加団体 

佐野自治会 

見晴台自治会 

交通安全母の会 

 伊豆佐野保育園 

 伊豆佐野保育園父母の会 

佐野小学校 

佐野小学校 PTA 

北上中学校 

佐野子ども会 

学校支援地域本部 

環境美化推進委員 

 

地域安全推進員 

民生委員・児童委員 

三島市社会福祉協議会 

北上地区地域包括支援センター 

保健委員会 

 

出席者:19名 

 

■次第■ 

 

19:00 

開会・市長あいさつ 

 

１「コミュニティ連絡会について」 

 

２「各団体からの情報発信」 

 

３「現在の状況と事例発表」 

 

４「ワークショップ」 

 

５「アンケート記入」 

 

 20:45  

  市長あいさつ・閉会 

令和元年度 佐野小学校区 

 第２回地域コミュニティ連絡会のまとめ 
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 今回の連絡会の全体のテーマである「みんなが繋がるまちづくり～笑顔あふれる地域の未来のた

めに～」を元に「三世代交流・居場所の活用」及び「見守りのある地域づくりに向けて」のうち、

各参加者が希望するテーマを１つ選択し、テーブルごとに意見交換をしました。 

 意見交換の結果の概要は次ページ以降に掲載しています。 

 

 
三世代交流・居場所の活用 

 
見守りのある地域づくりに向けて 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「みんなが繋がるまちづくり～笑顔あふれる地域の未来のために～」のまとめ 
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■グループ別のまとめ 

１グループ テーマ：見守りのある地域づくりに向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２グループ テーマ：見守りのある地域づくりに向けて 

■地域の情報を共有 

・夏祭りやどんど焼きに子ども会が参加している。 

・ゴミステーションの管理を行っている。 

・朝の時間帯にあいさつをする子どもたちがいてすばらし

い。 

・隣に住んでいる人が分からない。 

・少子高齢化が進んでいる。 

■理想の目指す地域 

・どのような人が住んでいるか知りたい。 

・近所付き合いを良くする。 

・困りごとがあれば助け合う精神が大切。 

・年末の大掃除を手伝ってもらいたい。 

■具体的なアイデア 

・伝統工芸品を作り地域を盛り上げたい。 

・困りごとが起きた際には、玄関先に何か掲示をし、知らせ

るような仕組みづくりをする。 

・移動販売の導入。 

■地域の情報を共有 

・一人暮らしの高齢者へ定期的に声かけをしている。 

・学校行事に他地域の方々に参加してもらっている。 

・子どもの数が減り、活動運営が大変。 

■具体的なアイデア 

・高齢者の免許返納後が心配なので、近くにスーパーマーケッ

トがあればいい。とりわけ見晴台地区にスーパーマーケット

がほしい。 

・交通手段の確保。 

・みんなが集う学校、コンビニのある学校を。 

■理想の目指す地域 

・子どもたちの登下校はポイントを絞って見守る。 

・見晴台は若者が少なくなるので心配。 

・地域活動へ対して興味関心が薄れている。 

・高齢者の免許返納後の支援を充実させる。 
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３グループ テーマ：見守りのある地域づくりに向けて 

■地域の情報を共有 
・良い点：地域活動が活発。 

     小学校に登校当番制がある。 

     スクールガード活動が盛ん。 

・悪い点：少子高齢化。 

     イベントへの参加者が減少している。 

     後継者不足。 

■理想の目指す地域 
・スクールバスを維持する。 

・子どもが戻ってくる地域づくりをする。 

・地域のみんなが集まるイベントを増やしたい。 

・居場所づくりが必要。 

■具体的なアイデア 

・子どもや若者の数を増やす。そのために公園が欲しい。 

 その公園に高齢者と子どもたちが集まり、お互い協力し

合う楽しいイベントを開催する。 

・地域の特性をアピールし、人を呼び込む。 

・三世代で考えて行動する。 


